
訂正とお詫び
　本誌 2014 年 9 月号（Vol.34 No.10）特集「エキスパートの診断過程を学ぶ腹部画像診断」に掲載の 
大津市民病院放射線科 市場文功先生ご執筆「じっくり考える」のなかで，p.1185 の症例 2 におきまし
て，症例提示文に誤りがありました．ここに訂正して，執筆者の市場文功先生ならびに読者の皆様に
お詫び申し上げます． （画像診断編集室）

＜誤＞
症例2
80歳台，男性．昼食後しばらくしてから突然の上腹部痛を訴え救急受診．食欲なく，下痢
や嘔吐はなかった．腹部から骨盤部の造影 CTが施行された．

＜正＞
症例2
80歳台，男性．昼食後に上腹部痛，嘔吐あり．精査のため腹部 CTが施行された．
既往歴：2年前に進行胃癌に対し幽門側胃切除（Roux-en Y法再建）．


